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＠ W機能型商品の可能性を探るにあたり（考察の過程として）、 基本的な分類を行い、この分類の視点で市場商品のチェック及び消費者の意識を仮設する

基 本分 類 分類における考え方 訴求ポイント 消費者マインド及び今後の可能性

スキンケアステップ ・2つ以上のスキンウ月刊7·を1つのステヴ1· －クイヴタスキンク7 消費者像 簡単にスキンク7をすませたい比較的肌の悩み
簡略型 で兼ね備えたもの ・シン1·）�スキンク7 （意識）がない女性

ζユ ステ，1·を簡略化し、数少ない7,jヲ1·で ・肌を保護しすぎ
スキンげが可能になる ずに、肌の自然 クイヴクリイスキンげを訴求する商品は多く、自分の肌質や使

2つのステフ1·が 一方で効果（作用）については、さほど な蘇生力を助け 用感（テイスト・香り）. Jトド
．

要素（価格. ｝＼.ヴトシ
”

）等に左右
1つのアイテムで 重視しない る される
兼ねられる など シトf商品の場合は、肌に残すものよりも洗い流す洗

顔剤の方がトライアルしやすい。また、化粧水と州北では
値頃感があり、使用日数の多い化粧水の方をトライアルし
やすい

スキンケア ・ 1つの商品の中に「保湿効果＋消炎作用 ·W効果 消費者像 広くスキンケアニー ズのある女性
W効果型 など2つの効果があるもの (1つで2つの

くユ 紫外線防止剤配合などがスキンげ商品に 働き）
II おいて一般化しており、W効果商品は －全品0000

消費者にとって、特に目新しさはないが、自分の肌質
や肌の悩みに合致していると思えば触指が動く

1つの商品の中 数限りなくあるといえる など 最近の傾向では、紫外線対策・水分補給などが目立つ
に2つ以上の働 ている
き（効果）がある また、同一効果でも部位別（例えば顔と手）訴求によ

って、消襲を喚起することができる

スキンヲ77.1”
。

簡略 ・2つ以上のスキンク77.テ”
。

を簡略化しつつ . ｝＼イfリフト
”

スキンヲ7 消費者像 スキンケアに関心の高い女性
十時ンウ7W効果型 2つ以上の効果を実現しているもの • 7,へ

。

シヤ）�スキンウ7

よユ ただ単にシン1·）』なスキンげを可能にするだ ·W効果を強調
けでなく、スキンげ効果も極めて高い完成 訴求

より優れたもの、より自分に合った使い勝手のよい
ものを求め、商品力（効果・作用が実感できること）を

2つの好ヲ1·が された商品群 ・マiiチオトグヨン訴求 重視する。そのため、多少高くても期待感や体験値
m 1つになり、更 など で購入する。また、事前の情報（例えば、口コミ）も大切

に2つ以上の なfイントとなっている
効果がある 海外fランド

‘

に多い商品であるが、最近では制度品や
医薬品トかでもよく見受けられ「下地を兼ねられる」
と消費者のスキンヲ月刊1·に合わせて、汎用性を訴求し
ているものが目立つ

0 消費者はW機能を体系的に
捉えていない

く二レ

0 消費者のスキンげに対する考
え方は千差万別

今後の展開にあたり、以下
の2方向の考え方がある

1① ー が提案するw\
: 機能は000です！
（ と明確にし、共鳴する町
； 消費者に絞り込んだ展 ・

（開
L- ・・・ー・・ ・・・・・・・ー・・・・・・・ー・ー’

「ーーーーーーー ー ーーー・ー ー・ーーーーーーーー

。②あらゆる：－1.
＂

に対応で ．

きるよう切口はW機能；
でも、あえて考え方を；
限定しない
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＠ 現市場におけるW機能型商品の実状から、今後の展開の切口を見いだす
W機能型商品市場は、以下のような傾向が見られる

コえ�二／ry-フ？－jt篭占詰そ戸コえク

：：；；：絹（繰ij議��語�1�1�－�：：；寄託；；持活発mm%謀議議Il材料耕�掛：：：；［：

ステヴ1·簡略化は当り前のものとなっており、それだけでは消費者のスキン
げニーfを満たすとは言いがたい
但し、スキンヲアステヲ1·の過程の中では、簡略化のニース

”

の高い好ヲ1· (ex洗
顔など）もあると思われる

． 

各自の肌に合わせた
スヘ

。
シrM-Y

W機能W機能

j 使用状況の広がり 共通部位スキンケア-l砂

．「シン1· ｝》スキンウ7」を主にしているものの効果 ：・スキンヲロテヲ1·の簡略化を強調
ステヴ1·を簡略化させ、多忙な女性の対ンヲ7実状を考慮している： 資生堂， ·nミエ 7エースアヲ1·エ ‘Yセンス

（液状）
・W機能で多いのは、化粧水と乳液を兼ねるもの ・ 下地を兼ね；．効果性の高い（W機能）商品

るものであるが、へ二スメイクと11ンデ、各音阿立共通のスキンクア、 : 資生堂BXエマ，w·3�

クレンシ
”

ンタ
”

と洗顔など目的や効果の面でかなり多様化している： カネボウ初アミ腕サトト
1・クレンジング＋洗顔
: アルピオン坊をレントCV抑イトE

（オイルゼ
‘

リ】）
: 花王E

”
がクレンシ

”
ン夕

、．

拘ヲシ立（液状）
1・部位別11"9エサヨンが付加したもの
; 資生堂ヂイシラ守Mセレクション1·ロテクト
； コ ーセ－lニ9";i:－｝》 11国A1ヲ1

°
IJり4

＋ 基本はシン1
°

）以狗1·
カネrウのメディアは、ス予ヲ1·の簡略＝W機能（効果）として訴求し
ている

制
度
品
メ
ー
カ
ー

ー＋

効果訴求が当り前のものとなっており、より科学的に優れた商品を生
むことに、主眼がおかれている
その結果、生まれた商品が1つで何役も兼ねることができるという点
で、ス予？？

．
の簡略を重視している訳ではない

消盛者の信頼性も高いが、価格的にも高価で、スキンげ意識の高い層に
支援される

． 

使用状況の
広がり

W機能

区 → 円 → ｜吋
結果研究開発イメ ー ジ

・海外fランドは国産メーかに比べ、基本的にスキンク17,テヲ1·が少なく！・デイクリーム＋下地
「下地」の概念がない。そのため、日本市場向けに下地兼用をj シトfよりも単品で効果訴求にウェイ
表示しているものが多い（デ1抑4兼下地） i トをかけている

ヘレナ）�t
＂

ンJ.’インインターセル／H20
ランコムニオ"J"-b.／ニJ.

－トリヘ
－－
，》

・肌タイプ別（ドライ～オイリー）
プリスクリプティブ3品

・剤型はクリーム ・ 乳液. f'エ｝�等であるが、いづれもそイスチヤライシッIJ" : :19-J.." J「！｝エサヨンでなく、独立した
をはじめ、W機能が一般化しており、主な効果を科学的な裏； 特長を持つ商品として1品1品の
付け（肌への作用 ・ 成分）から訴求したものが目立ち、消費！ 効果を強調
者の啓蒙を商品約エンテヲト

”

で行う傾向にある 1・スペシャルケア（タトム＋ハ
・
吋）

： 肌にのせたままのハ
。
ヴク

； 効果を強調したり、手聞のない'J.I\.
； 汁肋アとしての訴求
；・部位別）＼

鴨

川サヨンを付加したもの
： クリニーク 7ト1

”

ンヌげをイスチャートシ
”

・洗顔ステヴ1·では拘ヲシヤ，
－
·）》よりもクレンシ

”
ン夕

、．

指向が強く、消費者
側から見ると、商品側の主張を強く感じる

海

外

メ

カ

トイレ抑ーメ寸ーや医薬品介カーでは、W機能型スキンク7商品の2分化傾向が見
られる

① 比較的、廉価で使用部位にJ「りエサヨン （1エイ1 ・ rディ）がある
使用場面も多く、汎用性があり、へ

明

サヴクなスキンげができる
医薬部外品で効果が明解に訴求されており、目的別にシン1·ルな
スキンげができる

今後もこの傾向は、合理的なスキンげ指向の消義者に支持される

② 

• •w機能で多いのは、化粧水と乳液を兼ねるもの ・ ”下地”を兼：・マルチケアクリーム
ねるもの （ 花王1:i:1J..ttローション

．トイレタリーメーかの商品や薬局 ・ 薬店内初で販売されているもの （71 ；回医薬品メ ー カー（下地＋仰】ム）
ン· rt"1など）はリーf'tt·i》で、かつ、げ仰ームとして汎用性が高 ； エーザイ 7エスモ
いものになっている ； 持田製薬 ヨラサ1

・医薬品トカーは海外fランド
、

に近く、効果を科学的に裏付けて訴l
求し、 シリース

‘

アイテムも少なく、必然的に:1�1• }lなスキンクアステ11. �こな：
っている。いづれも医薬部外品
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＠ 消費者のスキンケアステップに対する意識からW機能の切口を見町だす
衛略化傾向にあるステップと必然性を感じているアイテムのニー ズか商品アイデアの参考となる

＊［二）は簡略化傾向の'J.111·、心は'J.I\. �ヤM"i'

アイテムニー ズプツ
－アスアケ－－ 

./キス状実の者費清

一肌タイプ別は基本一夜のスキンケアステップ朝のスキンケアステップ

＠美容液／下地クリ ーム
→効果J\"9エサヨン

＠デイケアベース
→剤型）＼

鴨

川ーシヨン

QJ号ック
→美容液兼／抑－b.兼

Oマッサージ
→タレンシ

”
ンタ

”
兼／

灼】ム兼

�→獲お→困

画→患部→圃

i 洗麟｜→：拭き取りl→
」__J ，化粧水

プルスキンケ
アステップ

・日中の疲れた肌の回復に対する意識が高く、肌の
悩みに敏感である（くすみ ・ シミ. 'IJ\"fJ'J.など）

•1.テヲ1·で重視しているのは、「スヘ
。 シヤJl-17」（ハ 。 ヲク・マヲザー

� ...美容液）および「クリーム」のスキンヲ7効果

・デイげの意識高く、日中の外気・乾燥・紫外線や
スト以から「肌を保護する」という目的が強い

・1刊1·で重視しているのは、「美容液」「下地」の
時効7効果

消費者
マインド

＠クレンジング
→洗顔料兼

＠下地／クリ ーム
→剤型fYI－泊ン
→効果J\"9エサヨン

＠化粧水

→
亙コ

E 

－→軍習

｜クレン

: 洗顔i

団
→

圃
→

咽

・シン1• i»Y'J.テヲ1·の場合は、下地の役割（効果）が
重要。例えば、資生堂1·）民エは2'J.テヲ1·。肌M1'
に合わせて下地が選択できる以刊になってい
る

プ
ア
ツ

ル
ケ
テ

プ
ン
ス

ン
キ

シ
ス

化粧落しと洗顔を手早く済ませたいという意識が
強い。肌のコンディションが比較的良く、肌に最低限必
要なものを補えばよいという霊え方である

・7/iヲ7
”
を重信しているものは、特にないが、必要不

可欠なステフ1·は「クレンシヲ夕
、‘

・洗額」

・省時間の意識が高い有職女性は、手聞がかか
らないことを優先している

・デイザの意識の高いl-f
＇
置の場合は、美容液又

は乳液等でスキンヲア効果を補充する
•1.予ヴ1·で重視しているのは「下地」

消費者
マインド

＠クレンジング／洗顔
→剤型ハ

”
リエーシヨン

→効果ハ
m

リエサヨン

@'J.へ。 シヤ1»7／抑】ム
→効果J\"9ェー泊ン

＠ヂイケアベース
→剤型）＼

：：
山田河ン

→効果ハ
”

りエー河ン

｜タレ
約

五百

品

川

→匝面→｜デイタリ回ム ｜
ド

プ

ン
ア
ツ

ラ
ケ
テ

プ
ン
ス

外
キ

海
ス

・日常的なスキンケアステップ

．朝は4～5'J.予？？が基本
洗顔→化粧水→化粧下地→11ンデ
洗顔→化粧水→乳液→化粧下地

→11ン7

・夜はクレンシ
”
ンr→ローション→クリームの

3'J.拘1·が基本
洗顔→化粧水→ナイトクY-b.
洗顔→化粧水→乳液

・アイテム別スキンクア商品選択の事
。
イント

洗顔料
＠クレンシ

鴨
神

”
効果が高い

＠さっぱり落とすのに、潤う
＠肌にやさしい（低刺激・無香料）
．手軽に使える

化粧水
＠肌にやさしい

（低刺激 ‘ 無萱警t·Jン7)�J－
｝噂）

＠さつ眠りした感触
・保温効果（＊年齢に比例）
．収れん効果

乳液
＠さちっと、さっぱりした感触
＠保温効果
＠肌にやさしい（低刺激 ・ 無香料）

化粧下地
@UV効果＠のびが良く、17ンテ

．
ーシヨンののり

がよい
・さちっとした感触
．化粧くずれ防止

＠：多数意見

・購入時の情報源

①口コミ情報
②tJ-;,1·リング

‘

③雑誌記事広告

・目見の考むに対する尊重量が高く、胞のコンディションや小
シワに敏感である。 i情報に弱く話題の商品にチヤレン
ゲ

、
しやすい

8J.予ヴ1·で重視しているのは、「ルンシ
”
ンr」の洗浄作用

「クトム」の老化防止スキンげ効果
・r1.へ 。 シヤ1»7」には、集中げのイメサ

”
を持っている

．トリートメント指向のl-f·』が多く、スキンク7効果に対す
る期待が高い。単品トライアルしやすく、ヂイ州－b.
は下地として使用している

・2予ヲ7 ・ で重視しているのは かつてはデイタトム
であったが、最近は『洗顔料」

消費者
マインド

※消費者の実状は オピニオンモニター（18～45才 50名） のデータベースまとめによるものです
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消表者のスキンケアに対する意識からW機能、特に「効果Jの切口を見いだす
肌タイプ×肌に対する悩み×年代別に消費者がスキンケアのために実施している事柄を考察し、商品アイデアの参考とする

＠ 

消費者ニー ズから見た今後の可能性

汁適切な化粧品の選択ト

・肌多イ1· ×肌のコンテ
”

のヨン×目的
に7イヲトした化粧品

・肌にやさしい引スチト効果の高
い化粧品
低刺激 ・ 無香料（微香性） ・ ／ンアル
トル ・ 天然（自然）成分配合

・初めての化粧品を使う場合、
口誌など事前情報をしっかり
収集

込まと立之る之之之民蕊！汲張氏

→洗顔 ・ 9レンシツグ
、
に注力

→洗顔、頻度増加
→きちんとした汚れ、メイクのクレンシ

、‘

ク目

→定期的な毛穴の黒ずみゃ皮脂の
除去

ゑまと之Z致悉民義弘義j副主

→乾燥防止
・水分 ・ 油分補給
－部位別（目元 ・ 口元）げ

→皮脂対策 ・ にきび対策
・ アイテム』まクレンシツI

J
"·J\··,'J

→シミ ・ ソパカス対策
·UV-17 ・ 美白対応

→小ジワ ・ たるみ
－アイテムはエヲセンス ・ マ汁－：；

＂
・ クリーム

・ 部位別（目元・口元 ・ 首すじ）
→くすみ

－アイテム』まエ？センス ・ ハ
．
フク ・ コントロールカラー

・J/jヲ'J.はスヘ. :;ri»Y・下地

ゑまと忽お三波支ゑ蒸義足と友之上

・：多数意見

野決戸きを詳：·｛訴説i泊教予？活？；京別p耕院主雲将議
j
場～J経； i:i;i零

iこ繋7吋？！宍？－防7災；ぷ可
：終崎地支1）�；訪：外投：ぬ詳均1i\ffl主将科：

J命！？持活雄二｛（
－ ・

eT ゾーン申心、 皮脂対策 ・化粧品による対応 • uv,r化粧品 ： ：・食生活に注意；
18 ・波頭頻度増加 微香住． 低事j滋.l'17）�l-"I, 対応 ：・涜顔頻度増加：

・皮膚対応化粧品W・，.
－

使用 －洗額頻度糟加 ・美白効果化粧 1 ! .十分な睡眠時：
22 ・皮魔除去（11

・

？の盛行 ・メイク時聞の短縮 晶対応 間
才 ・祭政食品ケア ・紫外線ケア ・塗譲治療 ． ． 

・生活リズムの規則化
． 

・水分補給 ．ζニキピ対策 ・化粧品による対応 • UVげ化粧品 －目元、 口元周 ・食生活に注意 ・化粧下地で ：・毛穴の黒ずみ
－水分補給化粧品 ・化粧品による対応 無香料、敏感lll1.用、／'ITnl－跡、 対応 : 1ヲ？'11. • ’I,＇；：，・：；rに J'/ト目・舟 パック． ． 

23 (11＂ 妙、”－i.等｝使用 ・混合肌対策 使い慣れているもの ·nミンC祭政 ：・ビタミン摂取 注力 ・肌あれ
・部分的乾燥防止 ・化粧品の使い分けに －クレンジングの徹底 ・十分な睡眠 ！ 化経品による

25 －専用美容液使用 よる対応 ・十分な睡眠と食生活への留 ： ・ ピタミン摂取 ケア
才 （目元． 口元、唇） ・化粧方法による対応 怠 1・化粧品によるi。 ，

（下地ののぼし具合） ． ケア． ． ． 
.... ． 

0 ・ ・
・保温成分補給 ・クレンジングに注力 ・化粧品による対応 • UVげ化粧品 ’・目元用1,,:i1. ：・食生活に注意；・十分な睡眠 : .毛穴の黒ずみ
・保温効果訴求化粧品 ・涜111領度の精加 無香料、ノン7）�l－晶、 低剰j滋．自 対応 ・クレン言”ン，

－

に • 17?'17'使用 パックー

26 刈＿，.
－

使用 ・毛穴の汚れの除去 然派、 使い慣れているもの ・美白効果化粧； 注力 ； ・ 肌あれ
－美容液、11·切による ・混合肌対策 －メイク時間の短縮 晶対応 －ビタミンm取 ・ 化粧品による

潤いの補充 ・化粧品の使い分けに ・ピタミンの摂取 ケア30 ・無香料、低刺，
才 よる対応 滋化粧品使用：

・体調管理 ’ 
ー’ 

ー ’ 

・水分、 油分補給 ・皮脂対策 ・ 化粧品による対応 • UVi7·化粧品 ； ・ 水分、油分補； ・ 洗彊頻度増加l ・ 十分な睡眠 ； ・ 毛穴の黒ずみ
・丁寧な涜111 －涜直張度増加 低刺激、無香料、 天然成分 、 対応 ： 給 ：・エキピ路用 ：・パック ： ・ 洗顔

31 ・紫外線防止 －皮膚対応化粧品W・，.
－

使用 1:i1,1l－市 ・美自効果化粧； ： 塗薬療法 ! : .”の粗さ防止
－皮膚除去（11 ＂

妙 、 w，サ
鴫

）盛行 －初めての化粧品に対する書記 晶対応 ；・アイクリーム：・ピタミン摂取： 素肌励行
35 周テスト ・ピタミン援取 i

才 －紫外線カット；
小物着用 ． ． 

． 

・油分補給 ・季節による部分的乾燥ケア ・化粧品による対応 • UVi7化粧品 ： ・目元用可守ザーγ：
－油分補給化粧 対応36 低刺激、 無香科、自然派、 エヲ，，，. ’ 

品使用 使い慣れたもの ・美白効果化粧：・首すじ行トグ（
45 ・初めての化粧品に対する試 品対応 ： ・ 顔全体マ升ーシ・：
才 用テスト ・紫外線防止 ． － 

’ ． ． 。、
、

•． 

甘い一物
一小説…
泌総
お
おい誠一川
怖が一
二…一一…
kr…… 一
縦一
般品
川……～
ゅ…
液
中川
沢一一一一……一一……一一
1 ・・・ ・.. .. 

のデータベースまとめによるものです※消費者の実状はオピニオンモニター（18 ～45才 50名）
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商品側からみたW機能型スキンケア商品のコンセプト ｜ 消費者側からみたW機能型スキンケア商品のコンセプト

基本分類からみた方向性 市場商品からみた方向性 ステップからみた方向性 スキンケアニー ズからみた方向性

スキンヲ7Aテヴ，·
簡略型

スキンヲ7効果
W機能型

スキンヲアステヲ，·簡略
＋スキンクア効果W機能型

・消費者にとって、欠かせないステヴ，·のみで
構成する
→ 使用頻度・量が多い好守，·はトライアルしゃ

すい（ex．化粧水・デ
‘

イクアシステム）

・7イ弘のfリエサヨンを少なくし、剤型や肌州，·
別などのハ

鴨

川サヨンを増やし、個肌対応を訴
求する
→ 効果を訴求しやすい

｜骨化粧品 海外；
＇＇

1':Iト〉｜医薬部外品l

小7イ弘効果訴求

A I $'':I判断川→ l …｜→函

B I "J.tr':1117ニース
”

｜ →圃 → 

シンプルスキンケアの必需アイテム

3
A
一

”
T
J
一

すf
一

必一の一71一
日

肋一
サ
ク

ヤ一
時
？

ブ

ー
内Jv
一

叫
f・

－

一

守
‘

凶
川

へ一

・

ゆ
A
一

定剤型J仁川ーシヨンと
ステヲ，·を混合し
やすい
ex. 美容液

U乾燥防止｜

キ

ケ
× ×匝記

オヲーシ
”

ヨンの
広がり

開発の考え方には2手順あり

•$-n·niキンクアのステヲ，·を設定してから、消費者の
スキンげ商品のニ－7,

＂
に合わせて、J\"9エサヨンを展開

する
→ スキンクアニース

”

を訴求した商品は多く、W機能
型商品はステヲ，·優先で考えるとよい

・シンプルスキンウアのステッ，·（スキンげ以テム）を設定し、剤
型の）＼

＂
リエサヨンで展開する

→ 個肌対応・効果を訴求しやすい

・洗顔剤・化粧水・デ
、

イヲア・ナイトウ7・＇｝，I\. 汁J}.;7 アイテム
のステヴ，·に絞り込んで考える
→ スキンク7ニース

”

に対応し、ステn· 及びスキンク7双方
のW効果を訴求しやすい

ア｜シミ・州
、＇

jJJ..対策

．，． 
一

〈コ 1 ,,,-v 

.'J,I\. シヤr»rがヂイヲ7感覚で実施できる
→ 肌の悩み対応別に最低限必要なアイテムでげ

できるという性能訴求
・気になる部位別げがヂイヲ7感覚で実施できる

→ 自分なりの対ンクn刊，·＇肌の状態に合わ
せて、好みの剤型の商品が選択できると
いうJ\-9エサヨン訴求

小シV・たるみ
I I対策

くすみ ・ 肌7レ
対策

そ�レクシヨン羽市幾肯邑霊2Fi菩占昌

ー シンプルスキンケアからフリ ーステップスキンケアヘ ー

・ 目的や自分流のスキンケアステップに合わせて、合理的に選ぶ
ことができるようアイテム設計されている
肌タイプ別（またはテイスト）に分かれている

． ター ゲットイメ ー ジは、好奇心が旺盛なスキンケア選択こだわ
り派

、マJレヲ＝可.，..，－犠蜂肯包主主R苛占古

ー シンプルスキンケアからマルチスキンケアヘ ー

・ 1本でいろいろな役割が設計されているシリ ー ズ
省アイテムで最低限必要な機能が集約されている

． ター ゲ
‘

ットイメ ー ジは、スピーディかっ効果的なスキンケア
を望む合理派




